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< 概要 >
　ABCT（Association for Behavioral and Cognitive 











































































発 表 は， “Is the Devil in the Detail? A Randomized 
Controlled Trial of Guided Internet-Based CBT for 
Perfectionism” という研究報告であった。発表者
の Per Carlbringらはスウェーデンにおいてイン
ターネット上での認知行動療法を実践している。
具体的な方法としては，まずクライエントにワー
クブックを用いた読書療法を行わせ，その結果や
感想をインターネットでセラピストに送ってもら
う。セラピストはそれに対するフィードバックを
返す。これを繰り返すことで認知行動療法を行っ
ていくというものであった。
　このインターネット上での認知行動療法の効果
研究を行ったところ，通常の認知行動療法と同等
の効果量が得られたということであった。また，
通常のフィードバックに加えて，クライエントが
読書療法を行う際の手続きもインターネット上で
協同しながら行った群の効果量は，そうでない群
よりも高い効果量を得られたということであっ
た。
　また，最後に Carlbringは「インターネット上
でセラピーを行えるということは，スーパーバイ
ズも行えるということである。スーパーバイズを
希望する人はぜひ連絡してほしい」と述べ，少な
くない参加者が連絡先を写真に収めており関心の
高さが伺えた。
< 感想 >
　今回は自分にとって初めての海外の学会参加で
あり，海外経験の少ない自分としては緊張感と刺
激に満ちた体験となった。個人的な課題として
は，語学力のなさから内容についていくのに必死
で，緊張と知識・経験不足もありとても自ら発言
するような余裕がなかったということがあったの
で，もし今後このような学会に参加できる機会が
あれば積極的に議論に加われるようになりたいと
思った。学会の全体的な印象としては，日本では
まず行われていないだろうというような研究の内
容や，そのようなことが行われているということ
自体を知ることができ，学ぶ点の多いものであっ
たように思う。また参加者の方々の持つ積極性も
大いに参考にしたいと感じた。
